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日向尾鈴山産の コウボウフデ

平 田 正

| この写真は私が尾鈴山で昭f.1131年10月23日

!に採集した，ケシポウズタケ科に隠する コウ

ボウフデ(Lictyocethalosjaρo叩icusKawa-

mura) とよばれている菌類である。日本に

おける産地が極一小地域に限られていた珍し

い菌である。 frk初福島県i主1ViJIIlJで1934年の10

月に発見され，その後これと近い茨城県生瀬

(1941 )とその附近で採集されたことが報告

された(植研誌，3 1 (4)， 1 1 1， 1956 )のみ

であった。'Jff..真の際本は胞子飛散直前の完全

形に近いい与ものであった。務~{本の採集地は

尾鈴神社から}芝鈴営林署事務所に向 う山道を

神社から10分ばかり過ぎ名i't川が直下になる
所の，第 l の小谷を 4 ~ 5 m過ぎた道ぞいで

あった。木もれ日のさす傾斜乾燥の~，!f木林の

枯株のもとで小石混りの赤土上に 7本が群生

していた。

標本の子実体の全長は6.5~ 15cmあって，

基郊にl肉l包がある。 l関l包は径 1. 7~ 2cm、長さ3~ 4cm，霞褐色で約 3 分の 2 は土中に埋

れてグリ ー ム色をし，上部は 4 ~ 5Jrに裂けて菌柄を抱いている。柄は細長い灰色で表面

に多くの細L 、条がJ湿り径 5 ~ 7 mm  (乾燥後日11)定)ある。その先端(ri.次第に膨れて胞子塊

となる。Jj包子塊は長さ 2 ~ 3 cm ， 径 1.5cm前後で汚灰青色で気味の怒し、色であるが，名

前のケシポウズにょくにている。'Jff..哀の右端、の小さいものは筆のjl~bにちびた穏をさしこん

だ除に柄と胞子見の間が切JIL'1iに1位されている。正に能筆家弘法大師の使われそうな筆とう

なづかせられる名前である。

Dictyocct切los属中には111:界で3極あるらしく ，日本産のものは回有のものであるとい

われているd この原稿は北米，アフリカ，ソillHこi援する。今後日本でも各地で発見される

ことが予怨される。 0:';111{，j大学:必学部;)



日向産スミレの検索のしかた

一一ー花や実を使わないで一一一

長 沢 光 男

検 索 表

r直上叉は斜上する地上茎がある。 …....・H ・.........・H ・.....・H ・-…・…・・ー……H ・H ・・・…・・(1)

1上記の機な地上茎がない0 ・H ・M ・-….......・H ・........・H ・H ・H ・...10- …………...・H ・......…・(4)

(托楽は不明の錬鋸歯。 151野陽t辺地生。小 1~1 :fヒ。 短距0 ・・・…『… --lvir---…

(1) <; ツボスミレ (V.verecllnda A. Gr九y)

勺てE3長は櫛歯状に細裂。 …. . . .・ H ・ '"・ H ・... .. . ・ H ・....・ H・-…ー…-・ ・・ \~.・ H ・ H ・ -… コ:… .. . .… ・ (2)

(円心形 作 業)， 長三角形~狭卵形 (上薬)二型の業主生ずる。全株柄。 1J.lttlザJ
(2) ~淡紫~紫花。 . ..・...... . .……-・ナガバノタチツボス ミ レ (V. ov'ato・oblonga.Makino)

11E時には円心形主主のみ。…...・H ・...……l・H ・H ・..……・・……--d…....・H ・---!?・H ・H ・;-(3)

(全tli!!\~毛。 花後も円心形誕のみ。 ~LI丘の判決i也生。 紫~背紫花0 ・

(3) ~ ・ タチツボスミ レ (V.主rYpocerasA. Gray) 

1全株t五'1吹毛密布。花後，上7~~(主干潟長くな り，卵形~長卵形。山野陽i也生。紅紫花。

花弁門事長をおび，花喉白色。…-………・ニオイタチツボスミレ(V.obtus:¥ Makino) 

r葡旬主主がある。山にのみ生ずる。 ...・H ・-…-……・・……-….....・・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・(5)
(4) L'~.' ~ ~- --. -. --
t穏旬茎がない。...・H ・H ・H ・.....・H ・-……・・H ・H ・H ・H ・...…………・・・・・..'・H ・.....・H ・-…・・・・(6)

(葡旬茎は太く ，地表に原i士l。楽l土円心Jf長。 l'nJ[o全株ドIlli主性i布。業柄の毛l主逆生。

(5)¥淡紫花。 突は球形，白毛特i布。 ……アオイス ミレ (V.hondoensis Beck. et Boiss.) 

1萄知茎は創Hく，節間長く ，地下を潤 う。楽は卵円形，;~tjS~尖UJ[o i!¥f，毛叉は波間lこ微毛

疎生。 I.Liのブナザ/の林下j潟地土 ~I:. ， r' I花っJJJJI1。

シコクスミ レ (V.shikokian:¥ M:¥k.) 

(茨は鳥枇状に 3 ~ 5 深裂して複禁状。裂J\・叉は小業は更に深裂， 欠刻， 全裂する。

(6) ~山地林下生。白~淡紅紫花。 …・…….. .・ H ・.. 一…・・…. ...….. ， ・ H ・.. …...・ H ・ .. . ・ H ・ .... (7)

t ~定は前\~分裂， 11¥"，欠京IJ。鋸歯あるのみ。 ..'・H ・..…'i'"・H ・-…....・H ・H ・H ・....・……....・...(9)

(îi'lは 3 裂。側裂Jt叉は1I\IJ']、誌は更にi築く 2 裂するが， 全裂せず023院の欠刻は往々あ~[

(7) ~大。淡紅~淡紅紫花。稀に白花。 ...... .. .・ H ・..……エ ゾス ミ レ (V. eizanensis M:¥k.) 

\~起は明瞭な小柄を以て 3 ~ 5 全裂。 3 裂のj~l介も ， 11[1]小梨は更に2全裂。裂J¥叉(土小

業の欠衷1]，架鋸歯は多数。 iffi'il¥'由花。往々淡紅花コ …..……・・・'"・H ・H ・H ・..……・(8)

i最終裂jo\'は線形(春楽) 叉は狭彼針形 m')j~の小功。 o ...・H ・

(8)< ヒゴス ミレ (V.albida P:¥lib. var. chaerophylloides f. Sieb口ldianaF. M:¥ek.) 

(裂}\.叉は小葉a土jJJ(針}砂~J.ぷ披剣形。

ナンザンスミレ (V.albicl九 ]>"lib.var. chaerophy lloicles F. Maek.) 
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(恨茎は:長く ，太く (径3mmJiij後)， ~ìj問所接して顕著。 これより径 I mm前後の太

(9)くい根を数本出す。…...........……・………………...・H ・..…・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..'(10) 

t恨茎は発達せず。刻Il~ 、か， 叉{主極短0 ・ ・ ・ H ・ H ・....・ H ・" … . .. ・ H ・.. .. …・……....・H ・..…(12)

(m茎は通常的:生。太い限{ì.褐色。梨は， ド J~卵円形。円~鈍頭。顕若なる鋸1・釘は IO~

IIゆく 14。托茨はメ以上m~\o IJ~丘三位陰地生。内花。長~fio ' " マ ノレバス ミ レ ( V. Keiskei Miq.) 

t I長茎 l土fl~長。相li臥。 以茎Mにはlム・4徒主I'~k三戸l形の鱗J\-~I: o 1.\.い娘は l主I ~淡褐色。鋸払1・

は20前後。托楽隊生。花後往々JI見落。山の高処にのみ育生。 lff:¥{主太く短い0 ・・……(11)

( if~質t，.I~il攻。淡緑色。 三rlJ~k長卵形。鋭尖Mo i!l~毛。林陰地生。 I炎紫花0 ・

(lI)' < ナカパノス ミレサイシン (V.Bisseti Maxim.) 

{ 3長質制j手 l説。 H岳緑色。 IIJ心........ [1守心形。~~鋭尖頭。;(j~の表哀短モ生。通常柏崎 ， 決はや1 1

股せず。半除~阪地~I :。切るい紅紫色大型!の美花。 …-

アケポノス ミレ (V.Rossii HemsL) 

( P1 ID!~長 (長さは巾と略r..-J長叉l主梢Jミ。円形， 広卵形， 叉l主卵状惰円形)o'J、白花。短距o (13) 

(l2) <中型楽(長さは巾の 2併以内。三角状卵形叉l士長卵形〉。………・・…...・H ・-・……ー([4)

!j芝型葉 (長さは巾の 3{計時ij後又は以上。三角状敏剣形，又は長f'tf円状主Ji針形。楽l肉lは

広模形，被形，叉l主i長心j肉J)0 ・……-…・…・・……・・・…一...・H ・.....・H ・..… ・・…一間

r:)f1質;ffi厚l民。円形~J.ぶ卵形。鋸幽低平。山正陽一半陽i也生。 花弁円端。 …

(13) <. フモトスミレ (V.pumilio Beclc) 

(1良質iWil攻。卵状栴1rJJ診~卵円形。根は細長。往々不定?;]:を生ず。 11.1陰湿地生。花ff紺i

く，尖端。…...・H ・.......…...・H ・-…コミ ヤマス ミレ (V.Maximowicziana Mak.) 

d足柄有JJ'J(花官jも)0 lí: ， 原野の|場燥地~I =.。紅紫~紫花。長距。 ……… ' " ・ H ・ . . … ・ ・ 05)
(11) l 

l~~柄!!既製 (花後初(興を生ずるものもある) 0 ...・H ・....・ H ・..…-…...・H ・.....・H ・-…・・.(J71

(葉柄のl.W:顕著。全材、~~1:t椅布。丘， 原lLif~七。側介白髪毛顕著。 通常利IruEo . 

O5) ) アカネス ミレ (V.phalacrocarpa Maxim.) 

l~::柄の翼は花埼ーには上部を I?i'<き狭~梢不明。花後は顕著。全i料提毛叉は微毛放生 . (16)

(Ji:， R;l:野生。飢1]弁ド!髪壬顕;弘 通常制1l~1:\0 ... 

聞く オカス ミレ (V.phalacrocarpa f. glaberrima F. Maelι〕

t原野生。側弁書lf，毛叉l主稀lこ半透明徴毛数本ißR生。通常太~iJ。 …

リュウキユウ コスミレ (V.pseudo-japonica Nak.) 

(鋸歯数 1 5前後。;fErr~í 梨'i'í:柔軟o~U肉1は通常;長心腕l。山丘林縁半陽\1也生。背紫~淡'flf紫花。

自ηく コスミレ (V.j九ponicaLangsd.) 

1鋸歯数IOjIij後。 …ー・・・・・…・ぃー・ー・…… -一ー ・・ーー …・..……・・…....・H ・-…… ー・・…:I81

Al~ 'i'í:iW柔。淡緑色。三ílJ状卵)1手。表而徴主 1\'eJ:.。 心開lはi除く ~S入して ， 底耳は IIJj診を

1な し両耳相近接。鋭~J~ UJ1。似は創l民く {lll長して往々不定芽を生ず。 1 11の高処， l:f， i~ïU也
(18)く

j生。 淡1江花。 長~!i o " ・ ヒ ナス ミ レ(V. Toknlコllchian九 Mak.va.r. T九kedan九 F.Maek.) 

\~H't梢 II;Iiil1!。 深~II行紋色。 …......一....…・・……・……・・・ ・ーー・・・・・・ ・・…・ー・… 09) 
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r鋸歯低平。通常紫背。長卵形~三fllKb毛卵形来。 â~柄も根も制1\く lifl! o IJ I の121処阪地~:

09) <紅紫花。長日110・…....・H ・....・H ・....・H ・..…....・H ・-シハイスレミ (V. violacea M，，-k.) 

(鋸歯H~顕著。楽底の部分は特に顕著。iI~形[主変化に恨み， 通常三flj状卵形~三f111J~広

卵形なるも往々長卵形~狭卵形となる。)京野より山頂迄lぶく分布。白小花。短距。

ヒメミヤマス ミν (V.Boissieuan，，- M，，-k.) 

(â~柄の翼は切l段。丘叉t土日立野生。 …....・ H ・.. .. .・ H ・.. . .. ..・ H ・ H ・ H ・ .. .. .・ H ・・ …….. . ・ H ・ ・…・凶
白日 { 
. ( ~長柄の翼は上端を l!.íき不明。 IJ知子生。 ・・ ・・…....・ H ・..… ...・ H ・..…. .. ..・ H ・-…'"・H ・・ ・ ・ ・・ (22

r主1設は褐色。紫~波紫花。長W-I~o …・……… …・久 ミレ (V. m"-ndshuric九 Beck.)
包u~ 

t主根はJ:'~~淡褐色。白~淡紫花。 ~Ei( t.短。 4 mmiiii後。 花介のyz以下0 ・
アリアケスミレ (V.oblongo ・sagitt"-t"-N，，-k. v~ r . "Ibescens H，，-sl;imoto) 

「全株白短毛'lfi;([í。鋸街低平。その数 1 0前後。花 l寺の淡l肉H t. 1ム般II'~~紋形。紫~淡tt紫

悶」花。花径1. 5~ 2cm大o nUJ fi'無毛。制1IW-lio・……・田ノデス ミレ (V.yedoensis M，，-k.) 

(会株11(1;モ又は微毛i抗生。 鋸歯 B 前後。 â~底の鋸歯は顕著。 花11寺のâ'~ ， 決心l肉1。 下部拡

大。全体小形にしてせん創110W~紫~ì炎紫花。 花{歪 1. 2cm程で小形。 nUJ 1i'有毛。~I:!(土太

く短く通常汚白色。人家，社4jzの近辺に生ずる。 ……ヒメ スミレ (V.minor M，，-k.) 

花の部分を使わないで，宮崎県産ス ミレの倹索表を作ってみたが，元来|灸索表という，便

宜ではあるが，側I lì~lな仕組みを， 個体変化の頗る多いスミレにあてはめると L、う事が然出

である上に，分好iの急所でもあり，従って叉比較的安定した花や突を除外して，作るので

あるから，出来上ったもの士， 災地に役7こ立つがどうか疑わしし、。これ3あく迄もl険家表

としても邪道であり ， 危い ilをま長である。これも 1;Jt~~の末尾に附記した生育j自や， 花の僅か

な特徴が少しは不完を有Iìうかも知れないが， 山然を詳細に m比百きして.~、くつかの特徴を併用

して牧野植物図鑑なり大井博士の日本町(物誌の記伎を参照しつ』同定していただきたL、。

箆として新しいためか， 叉或L 、 f主極のプI命の一定ηl十~mJに ， ~んに~!Rを起すi時 HJlがあ

って，たまたまスミレがそういうものでゐるのかわからないが，スミレはf方復変異の大き

いしかも雑随を往々つくる，まこ とに厄介な極である。上記の検索表は，従って，際11主的

な型を一応とり 1:1:'.して表にしたものである。叉原則として変値以下は採り上げなかった。

検索表の{去に記載を渇げて1i1iうべきであるが，ほんの若干を摘記するに止める。

県内をあま り歩いて居らず，見た標本も極めて少数なのであるが，とにかく今日迄に私が

県内にffif.する ~J]:を確め得たものはJ二W'Jの 23紐にすぎない。もっとも ， ヒメ ミ ヤマスミレ{口lと

形頗る変化に日み，フモトスミレに述らなるので，この二つは箇を大きく見れば一つの極と

いう事になるであろうと予てから思っているので，この見{iJTpをとれば22極という事になる。

ヒカゲスミレ (V.ezoensis M，，-xim.)とサクラス ミレ (V.hirtipes S. Moore)とは

熊本県阿蘇郡にffif.するので，この 2fill!t.必ず，わが何崎県にもi!l:するものと瓜うが，米1航

認、なので検索表からは除外してある。Îllî~ ( t.マノレパス ミレ， エゾス ミレ， ナンザンスミレ

に近縁のもので全株有毛， 心臓状長卵形 (エ ゾやナ ンザンの慌にâ~は裂けなし、〉 の茨を具

え，地下を縦走する|長から不正E~ーを発する 1・5色がある。 1 11 lï!!'ft.II~のもので県jJí辺りには必

ずある特である。{走者は初心者・はア 7Jネス ミレこ間違うら しいが，梨柄に興が11'，ないL.
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通常アカネ程の多毛ではないが有毛であり ， 殊に]~柄に白毛が密生している，'，'，((これ も例外

はあるが〉はよい特徴である。これは山の陽i也等に生ずる。

叉昔，鰐塚山にミヤマスミレ (V.Selkirki Pursめがあると発表されたが， これはγ

コクスミレを誤認したものと断定して差支えなし、。鰐塚の山頂直下の林下に，おびただし

く臼生している事と，元来ミヤマスミレfi周極要素で広く欧米illil昆4if北部に分;(tiはしてい

るが，日本ではTIJl高山~高山性のものであるから，九州本土にはあり得ないし，叉キバナ

ノコマノツメ (V.biflora L.) を産する屋久島からさえも，報告されたことはなL、。ぶ

州でも中部以北のもので，それから商には，たしか，まだ報告されていない。

次に検索表に掲げたものの中から若干拾い出して留意すべきものを挙げる。

1.シハイス ミレ:県下での分布が案外知られていないので，不思議に思っている。場);:j

山のものしか見ていないが，~だけの際本だと，ヒメミヤマスミレと区別がつきにく L、。

2.ヒメミ ヤマス ミレ・ 県内に頗る多いが，目前地区では殆んどみかけなし、。フモト スミ

レは，ひょっとすると ヒメ ミヤマスミ レの北え行った型ではないかと思う。束のも日立天城

1 LI， ;flj際箱根のヒ メミヤマスミレとされているものは，~~質が簿く，極めて小型で ， I長nzg
から九州に多い，ヒ メミヤマス ミレとは， ひょっとすると別種であろうと考えられる。

3. リュウキュウコスミレ:東京から来てみて，最先に不思、設に思った;rJcは， ~0;山{，Jのコス

ミレは東京の型と泉るとし、う事であったが，此の程鹿大，初島博士のjijl好立で，琉)，Ril仁ス

ミレの|紫本多数を検するを得て，はじめて，これがリュウキユウ コスミレである誌を知っ

た。本来のコスミレは，宮崎県では，原野ではなく ，山地の;f，l，縁や半l往路傍441にある。

4. ~ノレパス ミレ: 訓告毛の基本型よ り は全株有1:のケマノレパスミレ (f.Okuboi F.M日 k)

の方が遥に多し、。同じ様な場所に生える。

5.アリアケス ミレ・ス ミレの白花品に似ているが，リュウキユウシロス ミレと同一極で

ある。琉球には丙型がある事が，同地瑳の際本を多数|食べてわかった。牧1L1f先生(主1932'1

の原色野外相t{物i盟諸 Vol.1. p25で，llUH戸間ケ原のものを独立極とされたが， これがス

ミレの白花品 と ~る1'J';が認識された最初jであった。世Pill博士I~が Cy tologia Bd. 1. Nr.I， 

( 1929)でその染色体がn=36(スミレはn=24)を発表されたが，このtr:I'はまだスミレの
(1花品として扱われた。リュウキユウシロス ミレと同一極とした畑限?士郎j川内土である。

6.スミレ 有毛品も出t¥毛品もある。海岸に出て3誌が!手く光沢をおびる岐になるとアッバ

スミレ (var.boninensis Mizushim九)といわれるが，こうなると往々阪が短くなるし花

色も淡紫， 膝色， 自， いろいろの変化に官んでくる。ニイジマスミレ (V.niijimensis 

Nakai)は現在一般に不明品とされているが，アッパスミレの|こl花品lこすぎない。

7.タチツボスミレ:変化に宮み，夫々いろいろなぞi祢がつけられている。 Illflll¥こは小引
のコタチツボスミレ(var.exilis Nakai)が多L、。海岸には，アッパスミレh-ij以，誌がJl/く

光沢をおびたものがあるがツヤス ミレと呼ばれている。これは市j川関士のIJiIこ4・与にコタチ
ツ ボスミレの瓶W:型とも考えられなし、。矢張り普通のタチツボス ミ レの河~ì!U\'l! と J:IHWI~ して

よいのではなし、かとjgぅ。従って学名は大井隠士の日本航物誌の肢にvar.imberbis Ohwi 

でよかろうと思う。タチツボス ミレの有主品!土中i'ji~以北のもので九州}こはあるまい。

8.ニオイ タチツボス ミレ・一一- f.詰にi!¥¥毛IRIカ;:i9る 3 (';守山!j大~"J:ザ:ぷ':? gl~) 
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可 愛岳 の採 集植物

河 野 明 綱

延IViJより北へ約2kmの地点に北川村{よ出?とL、う可愛岳登山口がある。 この地は唆々杵

噂例1陵伝説地として有名であり，叉西南役で西郷隆躍が1877ff. (明治10年)8月上1'i]延liid

~Yi.- ， 和国越えの l 戦に敗れて退き ， このf永野のi民家に宿隙， 四国鐙歌の西郷軍は遂に 8 月

17日夜から18日にかけて可愛岳の山越えをした有名な所である。可愛町、は際i吉 727.7mを

有しこれから行総山に続く東西に辿なる山塊群の l高官であり，石英斑岩よりなる岩石が

到る所にv4il"L'rしている。鉾岩 (地方ではノゾキという)とH予ばれる辺はお玖岩の景観が見
Ijiである。

筆者は1957年8月13日，1958年4月10日および問年9月4日の3厄|この山について採集

したが3問中 i回だけ頂上迄係集した。そのため目録としては不完全であるが，とりあえ

ず80利207組 (変極を含む)を報告する。春はヤマツツジ， フジツツジ，オンツツジ，ナ

ンゴクミツパツツジが5合目以下で咲き競い，ヒ ロハドウダンツツジ，ヒカゲツツ ジが頂

上間近に咲いている。叉夏はヒメノボタン，ロ クオンソウが岩聞にlTWiに目立ち，頂上に

はミヤマママコナが多く ，ヒコサンヒメシャラの淡赤誠色やリョウブの灰1:':1色のまだらの

ある木肌をみせているのも美しL、。中腹ではヒノキノミヤドリギかツパキ，ヒサカキ，ネズ

ミモチ，オンツツジの校上に寄生している。

次の表は日本植物分類さf:会の定めた航物科名に際lするぽn作手nti表の利の順序に従って記
述し，科手il土省略した。

I 羊 歯 植 物

トウゲツパ ゼンマイ

ウラジロ コ ツダ

シツガシラ オオカグマ

ホラシノブ

E 裸 子 植 物

ヒノキ ス ギ

クロマツ

E 被 子 4直 物

1.単子菜類

コフナグベIj- トダシバ

コチヂミザサ メガノレカヤ

スズメノヒエ メダケ

ウラヅマソウ ボトトギス
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カニク→Ij-

コモチシダ

ワラビ

アカマツ

→1)-寸Ij-クベ1)-

モロコシガヤ

イブ1/ク→Ij-

ケイビラン



ツョウジヨウパカマ

ウパュ リ

→fj-ノレ トリイノξラ

カエデド コロ

キシラン

ムカゴソウ

2.双子 薬類

(1) 離 総花

ヤマヤナキ.

アカシデ

アラカ シ

ムクノキ

イヌピワ

ヒノキパヤドリギ

ヒメケフシグロ

オキナグサ

ミツノ〈アケビ

ハスノハカズラ

パリパリノキ

アプラチャン

ウツギ

ノイノ〈ラ

ヤマザクラ

カワラケツメ イ

ノササゲ

キハギ

ナツフジ

ケ'ンノシ ョウコ

イヌザンショウ

コバンノキ

ど

ツノレウメ モドキ

コミ ネカエデ

ノブドウ

サ ンカクヅノレ

ヤブツバキ

ヒコー「ンヒメシャラ

類

イワキ:，f-ウシ ?

ヒメヤプラン

コキンパイザサ

ヒアオギ

カキラン

トンボ ソウ

タチヤナギ

クリ

マテパシイ

ツノレコウゾ

ヤマモガツ

ママコ ノシリヌグイ

センニンソウ

サラツナショウマ

ムベ

シキ ミ

ホソパタ ブ

ノリウツギ

マノレバウツギ

ニカ。イチゴ

ネムノキ

シハハギ

ヤハズソ ウ

マノレパハギ

タンキ リマメ

刀タノ〈 ミ

サンショウ

ユズリハ

ヤマウノレシ

コマユミ

ウリハダカエデ

エピヅノレ

サノレナジ

寸')-ザンカ

クモイオトギリ

- 7ー

ノキ'ラン

ヤプラン

ヤマ ノイ モ

ナツ エビネ

ミヤマウズラ

ヤマモモ

アカガシ

コ ナラ

コ ウゾ

ポロポロ ノキ

イタドリ

ヤマキツネノ ボタン

アケ ビ

アオツヅラフジ

ャブニ ッケイ

シロタモ

コガクウ γギ

キン ミズ ヒキ

グマイチゴ

ジャケツ イノ〈ラ

ヌ;J，ビトハギ

ヤマハギ

ネコハギ

クズ

マツカ七'ソウ

アカメガシワ

ヌルデ

ソヨコ.

ゴンズイ

ヤマピワ

キクパエピヅノレ

マタタ ビ

ヒサカキ

キブシ



コカ'ンピ

イワアカパナ

ウド

アオキ

(2) 合鱒花類

リョウブ

ヒカケ'ツツシ

オソツツジ

ヤマガキ

エゴノキ

リンドウ

ロクオンソウ

ハマクサギ

ヤマハッカ

メハジキ

ヒヨドリジョウゴ

ヒメトラノオ

ジュズネノキ

ス、イカズラ

ミヤマ -}lマズミ

ホソバノヤマハハコ

ヨモギ

プfンクビソウ

ノアザミ

ヒヨドリ ノ〈ナ

寸Fワヒヨドリ

ヨウヤボウキ

ベニパナポロ ギク

ナワツログミ

アリノトウグサ

ハリギリ

ヒロノ、ドウターンツツジ

ナンゴク ミツノミツツ ジ

ャブコウシ

ハイノキ

コバノトネリ コ

ノ、ノレリンドウ

スズサイコ

クルマバナ

シモノミシラ

ウツボグサ

ミヤマママコナ

ナンパンギセノレ

ハシカグ斗F

ヵーマズミ

オトコヘツ

カワラヨモギ

シラヤマギク

サジガンクピソウ

アレチノギク

ホシナシヒヨ ドリ パナ

ホソパアキノノゲシ

コウゾリナ

ヒメノボタン

タカノツメ

イヌトウキ

ヤマツツジ

フジツツジ

オカトラノオ

クロキ

ネズミモチ

ツノレリンドウ

ムラサキγキブ

トウパナ

オ ドリコ ソウ

ナツノタムラソウ

ヒキヨモギ

キツネノマゴ

ヘクソカズラ

コバノガマズミ

ミゾカクシ

オト コヨモギ

テバコモミジガサ

ノジギク

キクノ〈ヒヨドリ

フジバカマ

ムラサキニガナ

ヤマボクチ

('，~;崎大学 i兵学]ÌÍD
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都井岬の杉林におけるシロア リの被害

中 島 茂

はじめに

郡封: ~llpはt.r，間市に民しJ 'l~!;崎市から東南へ70kmへだたり 、 日向灘と有明許可を境して日時」

固定公図の南限に位する。その面積は6∞hで文化財「昔s芥の野生馬」の棲，IJJ也で，引に大
r;u分が杉の造林地主なっている。
当地のぎ2?に就いては古く務政の頃より始まり，その後，I昭和20~22年にわたり岡山IjI­

Wの松樹に絵の穿孔虫類いわゆる松喰虫が侵入して全滅の惨状を呈したが，これら被告松

の伐根は・ンロアリ類のこよないI嘗食物であると共に， 繁品~{滋l となり ， 遂に食住lを杉に転換

することとなった。いらい岬産の杉の被官は甚だしく ，iJl:人の定評となる始末であったo

UIIち当地の立木の競売においては時価の泌をもって取引され，~i;は 「きじらびき J (因に

「きじらJ2:.はシロ アリの俗称)とH子ばれて口いたLかれていて，王IUr:もなおこのl亙裂に

よっている。

筆者がツロアリ類の営巣場所7)1tJ，';1.J1Eを行って岱栄を見とどけた1iit極はマツ，スギ，ヒノ

キ，七ンダン" タプ，サクラ，クス，カシ，ソテツ，ヤナギ，イヌマキ，カキ，リクイダ

ンバー(モミジパフウ〉などで建造物の周囲に有・する老令木の場合が多く ，ii!i林i也の林木に

大tt?を与えたのは僅かに松の海岸保安林にIJ~例があったばかりである。このたび都列二の杉

林における立木の被害は新しいケースとみるのでとりあえずここに訓査の概要を判ずる。

被 害の 程度

者1¥弁岬:土600hlLのうち野生馬の採草地としての原野II0haとl部必耕地とを含めていると

ころの杉の造林地で都井住民105名 (以jIIiは115.f'i)の共有地である。

杉は36~45年生で総本数 14， 188本， 素材石数14，097.7右，うち被告本数は2，760木被告

万数3，681，85石であり，その被害率は激怒地においては80%に述しているとL、ぅ。(都弁獄

林組合資料による入なお，被害の甚だしい地区は前記の都井出Ipであるが，I口苦1¥:)1'村，I円本

城村，I日市木村などにかけても杉林にぎ容が現われているとL、うが詳細は明かでない。

伐根 の 調査

部;1'1二仰の突端に都井燈台があ り，それより約Ikmの道路沿いで本年伐係した杉株につい

て被害調査したところ，総数40:*中3oちkが荻古株である。シロアリ の箆はイエシロアリと
ヤマトシロアリの 2極であり， 361*中，33株:工イエツロアリで3倒、はヤマトシロアリとな

っている。被?!?日はイエシロアリがはるかに大きく ，しかも，心材部を侵している。

なお，ïli~ 、総のfQ り株についてぎ告をみるに始んど全部に両極の怯，IJ， iJ;J;跡があった。

杉 立木の 調査

杉立木の被~~I ;.は外観からの l年散が明瞭でないので， その発見は作易ではなL 、。いま飲肢

となる諸}，'，I:をあげるならば次のようである。

- 9ー



イエシロアリの被刊の発生した杉森林

イエシロアリ被'fl[.地の杉村t内のWI"
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イエシロアリによる杉の主Jiflf痕

杉立木内につくられたイエシロアリの以
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1) 梢nJlの払lJ診が円f!;jcを'117び生長停止の微を示している。

2) 楽先の生長がにぶ り茶色が皐容を'支けたようにあせ気味となる。

3) 枝の先端，叉は処々の繋が紡死する。

4) ~i.~を打撃すると空洞?;?を発する。

5) 幹の表商，叉は故障部分にぎ土をもり，場合によってはぎ泊をも設ける。

結 び

都子iニPI甲の杉立木についてのぎ轡は当地が女化財関係と国定公園などの特殊地i或であるに

もかLわらず飲肥杉産地の lf1jであるので看過することは災を百年に及ばすことになる。

よって応急処置として次の諸那須を速かに実施すべき と思う。

1) 被告の突態を正確にil:'.l慢すること・地元諸団体と協力して郊コミな被害監を別査する 0

2) 加蛍の生態を観祭すること ・ 必D1の ~t態を知る ことによって，本以からの日入，分

派の虫2砕か，叉は立木個々が独立の栄であるかをつきとめるつ

終りに本調査はだL今，応用昆虫学研究室が続行中のものである。なお，都;).¥・殺林組合

から多大の協力を受けつ Lあることを明かにし謝訟を表する次第である。

('I~!: 的大学: :E.!l学 f¥il>

リ ンネ生誕 250年記念行事

昨年度の総会において認められた本行事は昭和32月5月23日を灼jし“樹木愛護の集¥，..¥"

と名付けて，;吋出荷ネ~l't';の第 l/:b lITi から第 2 X，，~1fí:'の悩!と事II 'l~i;駅と pミ参、Q).;~i J苦までの投木の認

定と害虫駆除を行った。当日参加者の殺せ書きをこ与にと工めて記念とする。

記念行事のな古 せ 諮き

一ー 'フーー・】

( 7~';附リンネ会幹事 )



海岸に棲息するハエトリグモに就いて

吉長
田 l嶋 泉

n本で海岸を生活・の主な場所とする クモ(土色々あると JLI う が， ハエ トリグモで:g~(1ーまで

に，はっきりとわかっているものは，恐らくイソハエ トリグモ MenemerltShimesimensi 

Dり.et St.の i極であろう と考える。

然し筆者は昭和33年 8月4日に，日崎県*臼14羽l門Jllmrの乙j訟で，海j'iEのれに|支)斗する

Breda民のハエト リグモの l磁を採集することが出来た。この蜘妹は多くの場合!:tiM淵¥l1!j

には海中に没する岩か石の下に生活しているが，時にはかな り波打ぎわから縦れたところ

の石の下にもおる。けれどもその石には相当底分がついている。舌でなめてみて，からみ

のない石の下には生活していないのも而白い習性といえる。たどいまは部名が不別である

ので，Breda sp・ウミベハエ トリグモとして，その慨要を記述したいと思う。

測定

l''T巾・長さ 4.7mm 巾 3.0mm

腹部:長さ 7.0mm rh 3.5mm  
:Jj主l開 腿;';11 膝;";11 111節 量産開; 鮒館l 全長

第 1 2.7 1.0 1.8 1.5 1.1 8.1 

第2 2.5 1.0 1.2 1.2 1.1 7.0 

第3 2.5 1.0 1.4 1.3 1. 1 7.2 

第4 2.9 1.0 2.0 2.0 1.2 9.1 

背長 態

'i 'T 1JIは rll より長く ， 手l~-'<官Ij納りになっている。Ii民j出土巾の広いプj形で，結H主腕の%であ

る。此のIi良r~は背町l の間前のメ以下でIi艮は 3 列に周目されている。第 1 flH土，iiij :9IJrl'ii込と

前列側Ii良で，百ij方を向きその巾Ii良!土杭径は側Ii良の 2f告で)~大， 第 2 列は後列rl'li民で J : を!，'，J

き最小で，自ij列似IJn良と後列側Ii良をtjiんだ線上のほぼ巾問に{立位している。第3:9IJな後:9IJfiliJ 

限で上を向き，前手IJfi!IJ1i良とほぼ同大である。

1\寸禽は獄事品で少しく後 |出している。仰は殆んどなく ， 上翌日は大きく垂直に Il'，る。月二(!J~.よ

かく太い。外牙J)l:備はなく ，内牙!;!{術は3木ある。下顎l対111:長く ，先端は丸く終っている

下尽の巾は長さの約yzで先端l土手l:!;jとがある。Jl旬似[土f1i.-'<桁!'J形で巾Eiiとなり J tr~4~よ |向υ，h

rmはJ安近している。 歩l肉lの長さは1;i'H ，第 1，第3，第2の11闘である。
JJiH;1Hi卵形で7'T聞は干潟A平而で，II1i而:土手L味があるo ~UI自j洲士 3r到の立11きH1i:)1lをしてい

る。!l;;jçæはi復刻に(心ー している。後出~，沈l主:1えく ， 服部門商からよく見え る。

色彩 7'T1下は!，(¥色で光沢があるが，rr;~'苦から後列側!I良にかけて ， 灰褐色の知でをまた lìíj

縁には虫色土主主を淡っている。Ii良':::'8 miとも'!:，色，J~顎も'，1，\色， ~-:土Ii)守7;~~ 色で ， ー卜 顎ー卜 Iï~

1主褐色でf刊hの次官;;;はや~ 1".~l 、 色をしている。
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胸板は虫色， 各かl肉iの各節は児褐色，第 1tJょl尚lのみは，イ也のtJょl肉lよりも泉旅が張(1，、。

IIUfjil， If'f面ば染色の地1こ，I天褐色のモが'伴;;([iされており，それに茨褐色の毛が償却1:]状数

木はえている。)jI丘上に白色の毛がはえているので，上からみるとJIl:i端に円以があるよう

に見える。

採集 地 '~I;J崎県東:---1杵羽\I"]JI ¥llIf乙丸

採集月日 111-3手n33年 8月4円

3 
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巣の新測定法による満州産野鼠の調査

楠 本 健

I 緒 百

鼠JU4の~の H，~.ì.ú:を調査するには色々なブjì去が行なわれ，我国ではお1~r注入i去がとられて

いるが，この方法では大fii:の布守を必要とし，さらに石'汗の注入や銅起しには熱織を裂し

その上に郷起した栄型の運搬，保存等も困難である。上記のJ'Ij!.1力によって野外の調査に当

つては種々と不便がともなうので，長期にわたる調査旅行におし、て，努1，に水に不便なとこ

ろでは実施が不可能に近い。

筆者は過去(昭和 15~20年 )北満地方の野鼠郊の生態調査を行ったとき ， 身I4の測定を比絞

lì~容易にかつかなり精符に ìJliJ~をできる新しい測定i去を案Il\突施した。これによって各径頴

の鼠の栄ーの形態を比絞することができ， ある新知見もえていたので，ここにその概要を羽i

f守する。なお，木交を括める機をくださった恩師，中仏教授に;築く感謝する次鉛・である。

E 調査方法

A BlIJ 定~~ J1 

し 巻 尺 10m 内外

2. iWJ 主l 長さ適立 (50cm~70cm ) 大さ直径3~4mmの鉄製tl-30~40本

3. 水 準糸 制nくて丈夫な糸
4. 水準法 水平を定めるものでなるべく IT¥jli'lなもの

5. 物尺及びキヤリバー D'Cj芭の太さ， -~~絡の大さ ， ~の泌さ443を訓IJ るの:こ flj t 、物)~(工

30cmとIOOcmのものが必袈である。

6. 野 l版 記録出来るものでさえあれば良いが，筆者はスクラップブックを佼111し

た。上半[土~j" 1にし て巣の略|苅を揃き ， 下半l土 TI線を号lいてil[iJ定した数

'(:を記入した。

7. 土~lii り H~J~ ‘ンヤヘノレ及び移i1ti銭

R iWJ定方法

土地測!;iに)lJ~、られる平而 ìlliJ屯 ;:1、 と 高低jJlIJj立法をそのま~ 1.é.;JTjした。 間 ìì".(こそのlJ~jl f: と

J~ I桜方法をしるすと次の通りである。

まづmの千千百HIのオノ:祢であるが一定したものが1!!ゆミったので~11~ も J，E木 IY~な栄と考えられる

七スヂネズ ミの栄を7L:こして使冗」二次のようにした。

'1) 入門

(2)坑 m
(3) 栄 協 栄の中心でこの中に縛草 (すぐさ)で満たされている。

キヌゲネズ ミ JJlの!誌には以上の他:こ貯蔵庫をもっておる。!1~には以上の他に{疋所といわれ
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ている所が，i1i¥..、坑道，rt-i蔵庫の中に見出される。阿lち食物の波法奨などの土と共に詰め

られているT9fである。これは新しく切った坑道並に貯蔵庫の波土をそれらと共に詰め込ん

だものである。

イ， 抑 起し

地表に間円している巣の入口を見{、j-けたならば先ずその日目口f)l)の大きさを測る。次にそ

こから坑道の下半分を破壊しないように丁寧にシャベノレと移他鍛をもって上部を銅取って

L 、 く 。坑illが~~の中心である巣留にJlfl 口しているところは崩さないよう刊に注12 しその太

さを測定する。~~~認は天井を落さないように留:びしながらその入口より中央部迄壁をけづ

り日さをHlIJ る。以務はJill tt;~卵形叉は扇)，RJ診をしているのでその丙さは l 個所測ればそれで

たりるが，lJ;j として不正形をしていることもある。この場合は必要に応じて 2 ~ 3 ケ所ìl\lJ

っておく。 これが終れば巣認をつぶし他の坑道にそって郷りす与めて一方の入口にまで切

る。 r'可抗追を坊!り IJ~ くときにその太さに変化があればその都度ìJllJ定する。 m織に開 11 して

いる坑道;土通常 2 個であるが， 鼠の級1J1によっては 3 ~ 4 個の場合もある。このような時

には~~儲の問墜をくずさないように注立して千二~J) iJ 口部を測定する。

第 1 図

道

入 r!

第 2 図

ロ， 平 而 il¥lJ 去

完全に上fiilを坊!起したならばその平間の略関を野艇に記入する。(筋 I1苅)栄一の近くに
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任訟の2点A，Bを選びMJ針を立てこれを基線とする。次に栄の各所開]ち関口湖1から坑道
の山り点(第 1[習 2)或いは高さの急激に変った所 (第 l図9)，ぉti芭が製織にIJfI口して

いる点(第 l図3・7)，巣商の中心点その他必要なケ所等に垂直に測針を立てA，B二点か

らの距離をiJllJり野中長の下の欄に次のように記入する。尚略図にも各illl]，'立を記入して位く。

A-B…・・・・・・・・・・…・cm

A-l ・・・・・・・・・・・.cm

A-2・・・…・ー・・・cm

A-3…・・・・・ ・・・cm

ハ， ir:i fj氏 iJliJ 去

B- l.....…...cm 

B-2・・・……・・・cm

B-3........ ・・・cm

主!さのある場所が平らであればそれぞれの測点の地聞から坑道下回までの深さをiJIiJり，そ

れから坑道の115さを引けば地聞からの距離が算出される。地表面.に高低がある場合には適

立の高さのところに巣を凶むようにして縦横に水平線を張る。それを誌線として作illlJ点に

ついて越線から地面まで，地面から測点までの泌さをiJliJり野般に記入する。

ニ，製図法

土地iJlIJ1立の場合と同様にして適宜の縮尺により製図すればよL、。 (第 1，2 [濁)以上の

ような方法によれば複雑な~~の形態が簡単な平間， 垂直の 2[頚によって図示せられ，地表

而と!l~の関係を切1I僚に知りうる。

E 調査の結果

木法によってmの形態を古川査した満州産!野原類の主なものは次の31医科9種類であった。
イエネズミ亜科 Muri向。e.

1. アムーノレカヤネズミ miClom vs minutus. 

2. セスヂネズミ Atodemus agr01ius 

3. ドブネズミ Rultus norvegicZls. 

4. アジアハツカネズミ Mus molossinus. 

ハタネズミ亜科 Microtin7e. 

5. :=シハタネズミ Mic1"otzts戸elliceus.

6. スナイロハタネズミ Clethrio河omvs1'1ゲocanus.

キヌゲネズミBI!科 Cricetinae

7. キヌゲネズミ Tscherskia t1"iton. 

8. セスヂキヌゲネズミ C円 celulusbarabensis. 

9. ヒメキヌゲネズミ Phodotus bedfordae. 

アムーノレカヤネズミの栄は他の筏類と異なり多くの場合禾本科l1t(物の茎楽上に栂革 (す

ぐさ)だけの球形の栄を1'1'る。(第3図A)

アムーノレカヤネズミを|捻くイエネズミ亜科の3極主nは第3図Rの形式の簡単な;誌をwる。
坑道は地表から斜め下方に切られその最下部にm衡がある。なお，坑道の地中に入る角度
はそれぞれの極類によって異なる。即ちドブネズミ， セスヂネズミ ，アジアハツカネズミ
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の順にj'lj)立が小さくなっている。また巣閥均としてlp，手L'I'生のものもある¥) 1!巣i浜3には極めて

J稲希な例を|除徐き?常イ

1ιに面白いのは5栄巣見巳-に対する事執I\ ~'i'弘若f性が甚だ少ないことである。 11 iJちwーをfトっていても容易に

それを IJ!Oí~ し食物を求めて移動する。 JllI.殴mj~1;においては此の傾向が悲しくお政あるいは

殺物集政場所等に群居する ， この場合wばしばしば!.l~ぐさだけの不完全なものである。

ハタネズ ミ IIE科の 2 極は~j'fl表する '1~1: 'ttが~jjtい。そのw:は数伯1からの激側の~~織とそれを

互いに述絡する坑道または通Fちからできていて ， 他極のように，ìJ't ~1(の以は稀である o i:/ciiJ 

b土地表商下に深く掘られており， (第3図C)通協は$11慈の根|際にfトられ誌でトンネノレオk

になっている。

キヌゲネズミTI[¥科の巣に共通する点は複雑で!:/Cill，!1~衡のほかにその目的で作られたltj'

蔵庫らしいものの存することである。栄のiJf1口 ì'ýl)11主 2~5を数え ， tJ¥:iiJはJ也表の関口m;から
地下に垂直Jこ下り一定の深さに達した後水平にたり巣簡に逮している。 (第3関C)

なお， このIIE科の 3 種類は共に食物をあさってはそれを口の巾に入れて巣にJ:!i~.昂る習性

があり 、 そのガi袋 i土他の 2illi 'fi l と較べて仰によく発達している。以ーにおIする卒l\lï"'I< 1ーが~rtl く

イエネズミIlE科のように食物を求めて移動するtl:'eui殆んど認められない。

1v要 結

数多くの巣のfJ~ll主結果から ~(E1'í'は満州illi !llJ'鼠郊の93の形態を入Il，坑ill，栄吉認の!.l~の 3

~言~について比較し次の 4 つの型に分けうると考える。各々を|苅示すると第 31苅のま11 く

である。

カヤネズミ型

ii ハツカネズミ型

iii ハタネズミ型

iv キヌゲネズミ型

アムーノレカヤネズミ

アジアハツカネズミ、セスヂネズミ 、 ドブネズミ

ヨツハタネズミ、スナイロハタネズ ミ

セスヂキヌケ'ネズミ，キヌゲ不ズミ ，ヒメキヌ ゲネズミ

これら!栄の各型はアムールカヤネズミを除いてそれぞれのIIE科のうちでは皆共通の形態

をとるこ とが判明した。なお別の別査によって匁lりえたことは此等の鼠JJiの生活環境， I主

JJ、数等所謂分布は栄ーに対する拶\~"t1:の強さに反比例する傾向があることである。日iJちイエ

ネズミIIE科の鼠類が満州全域に!ムく ，かつ数が多く分布しているがキヌゲネズミ 実れはその

俊，Q
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第 3 図

A r;・ゃねずみ型

B 勺 i.. よ 1"1

\~-

C l;:たね i}弘知

六七二G戸二竺777z=逗戸=二二・

0.'心:i1Jずん恒

11 3 I 
(大阪府枚岡市Ji~ iflìlllr[043) 
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サツマシロアリ Calotermessatsumensis乱tIatsumura

につ いて

清水 薫 ・中島義人

サツマシロアリは松村氏 (1904)が鹿児島県下で発見した成虫について Termessp. 

として発表したのが最初で，1907年に Termessatsumensisと命名した。後に，矢野氏

(1910・1911)は同じ鹿児島県下で，その有麹虫，女王，兵ぎ，職ぎ，ぎ蝋，"Y)J虫を採集

し，これをCalotermessatsumaensisまたは Calotel'messats附吋仰 sisとよんだ。本陸に

ついて完全な記載をしたのは Holmgren(1912・1913)で， 土佐，台湾から彼自身採集

した標本によった。大島氏 (1912)は同じ場I好から採集した際本について Glyptotermes

10河.gicephalusと新称したが，これはCalotermessatsumensisのsynonymであった。木磁

の分布は台湾，高知(土佐)，鹿児島 (際降)，;古IU奇である。

中j誌研究室ではシロアリについて研究をして来ているが，たまたま宮崎県下で31TI1サツ

マジロアリを採集する機会にめぐまれたのでその概要を報告する。

1iX:虫は体長7~8mm，頭部はす、褐。前|掬背板は淡色。中， 後l陶ならびに!復 liilの背蘭は焚

褐， I~rtt角，上層， iiJ()陶腹部のl夜間l土淡煎褐，前頭聞は自L、。:eJU協は卵円にて，Y状縫合総

は著しい。触角は 14~1 7節。lÎÍj胸背板はほぼ~I三月形。麹は透明で，麹恨剖\，麹!派は淡色， iiij 

麹は制点を~;布する ojffiÍJiî縁!派は最も短かく，径!派がこれに次ぐ。中!派は径分脈に近く平行

し，その間に少数枝がある。肘脈は不明瞭で10校内外を分派し， ~;~ ;:;11の 3 ~ 4 校は太い。

兵ぎは体長 9~1 1. 5mm， iiJl古r¥Jl1t赤色で前方はj決色である p 前lJi司背板はj¥1褐色，mJ縁は

淡色となる。中，後同i狗，腹部の背面は黄褐， lJn国冷淡色。頭部は長方形， l~rttfÉJfì 15節，

11良は小さく卵円形。前l掬背板(念頭部とほぼ同rh，'i寄蔵形を呈する。

戦ぎは全体乳白色，体長 4 ~ 5 mm ， I~rh角は 13- 14míí。ぎ踊は濁手Lrさ!色，麹芽は褐色を

撃する。体長 6 ~ 7 mm， Arh角14-15節。

従来，木径は職ぎ，兵ぎ，有麹虫よ りなる小さい集団として切株から見出されていたが

筆者等のJ采集したものは第 i表のようである。

第 l表 サツマシロアリの採集記録

No. 

採集月日
採集場所
集聞の大きさ
力n容場所
加害材磁
力H 鰐程度
目当の状態
水分の状態

2 3 

1951. 9553.4.3o 1 957.3.16 

常崎市 |日南市 |日南市

電 柱 |電 柱 |家康の大引

す ぎ L士一一一一主_1す えー
僅一~Iー 少 l 僅 少
恋 | 恋 | 恐
多 | 多 | 多

何れも小さい集団で第3号は総数218liJlで，各階級とも不活発で，僅かに女王，王が?市
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2泊するのがみられた。蛍巣ばイ エシロアリ，ヤマトシローアリにみられるようなものはなく

腐朽痕，加害孔道等を利用しているに過ぎない。椛巣ゃぎ追をつくるに粘土等をmいるこ
とは少く ， 常に l暗所に入り ， 外部に出る事はなく，生活ブjが~!iJ~、。ただし女王， ョ;は他の

階級が死亡しても，なおi舌発である。

生活の条件としては多湿で日当りの良くない場所をi浮んで後.1:2、する傾向がある。第 3-~} 

は足洗場の梢板で常に7.Kがかかり多混となっていた。このような場所はまたヤマトシロア

リの俵息に都合がよいわけで，相接して被害物中に向者をみとめた。加山した*.-1はし、づれ

も，すぎで他の材を加裂していたことはなし、。加l告はやや，腕朽した料の同t.i¥に侵蝕する

程度で，木材の年輸はrjし軟弱な部分のみを加出していてイエシロアリ ，ヤマ トシロアリ

にみられるような積極的な加害はなし、。

t品i3号・は完全に採集することが出来たのでその階級の構成をイエシロアリ，ヤマトシロ

アリと比較した結果は第2表のようである。

第2表ツロアリの階級榊成

よ竺lJJ41ロγlJ41ロフ
女 ミE 一 一
王 一
ThIJ ぎ 3 O 一
ぎ 9~il 500 0.1 28 0.5 

五r、1 bc r 2，000 6.1 233 4.3 

戦 ぎ 30，000 92.4 5，045 95.0 

土iJ 虫

|…内アリ
個体数 I % 

一
O 一
9 6.4 

7 5.0 

124 88.7 

76 

註 イエシロアリ，ヤマトシロアリ共に小さい集|列。ヤマトシロアりにも削ぎはいる。

サツマシロアリは群飛後何年を経たものか切らかでないが，女王の腹部の間股がぶ発迷

の点から 3 ~ 4 年のものと考えられる。

活いイエシロアリ ，ヤマトツロアリの集団と比絞するに職ぎはそれぞれ92.4%，95.0% 

であるがサツマシロアリは88.7%，兵ぎは古ij二者6.1%， 4.3%， に対し5.0%で何れも

少い。しかしぎ血fiIはイエシロアリの0.1%，ヤマトシロアリの 0.5%に比し，本極は6.4%

で~~:j \.，、割合を示している。以上のよう に木径は小集同で， 前記のようなJtlrJrに生活してい

るので，現了己，手干しい力nf!y.をしているイエジロアリ，ヤマト シロアリのような極矧ではな

L 、。

引 m 女 i駄
HOZAwA， s. (1915) Jour. Coll. SCI. Tokyo 1mp. UnIv. 35 (7) 33~42 

( 'I~;; 111布大 ~f: 必令部〉
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トリノフン ダマシ (Cyrtarachne)に就いて

(予報〉

石 野田 辰 夫

トリノフ シダマ・ンcyrtarachne!こi刻する研究はTh【)rell氏が1868年にCyrtaracfmeなる原

名を設けたのに始まる。

円木&として記録されている Cyrtarachneは C.bufo (Bos et Str 1906) (トリノア

ンダマシ). C. inaequalis Thorell 1895 (オオトリノフシダマジ). C. nagasakiensis 

Strltnd 1916 (ナカ、サキ トリ ノフンダマシ). C. yunohamensis Strand 1916 (ユノハマ

トリノア ンダマシ). C.ρygmae Kishid" (コト リノフ ン〆マシ). C. sp・(ク ロトリ ノ

フンダマシ). C. sp・(ヘリグロトリ ノフン〆マシ). C. 8p. (シロオビトリ ノフンダマ

シ). Poecilotachys granulosus Kishid" (和名なし)の9極である。

't';1崎及び鹿児島の岡県から採集報告され極の記載明|僚なものはC.b!ゲo(トリノ フンダ

マシ) 1極に過ぎないのであるが著者は近年，岡県に於いて 5極の Cyrtarachnes}>. p・を

採架することが出来たのでそれを主に Cyrtarachneの概lJl"fを総合 したし、とjaぅ。

1. C. bufo (Bos et Str 1905) トリノ アンダマシ

奥名 ρoeciloρachysbufo Bos et Str 1906 

木随の腹部上i苅J土汚1白色のJ~自に左右上端を中心とする円形の!とl斑を有し， その "1" 央部は

然褐色斑となる。腹部下回iにはepygin"m から spinnelet('.こ至るrh広き県褐色の縦斑を日Ii

う。本径は極くff-j車種でj昼間l土木の楽災先端にi'H'JJ:し夜間は直径 1m以上lこ達する緩めて

軟らかな粘 りのある地表団に対し水平 (平行)の円網を張る。 体長 9.10mm  

採~年月円 1951. 10. 21 

採集地 7守崎県佐土原町

第1図 C. bufo (Bos et Str 1905) トリ ノフ ンダマシ

2. (;. inae宇ualisThorell 1895 オオ トリノフンダマシ

異 名 C.raniceρs Pocock 1900 
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本部は)iãt~\の色彩が極めて C. bufo;こ類似しているので往々これと混同することがある

が服部下市lに縦斑のないこと，epyginamが三1J.17診で著しく突出していること等から切ら
かにトjlJ極であることが判る。本箆は木j邦?哲1産 Cyrバtaraωchル11招er叫r司'1十判|ド=
」係采集年月日 1956. 8. 7 

採集地鹿屋市上被川町

第 2図 C. inae1ualis Thorell 1895 オオトリノフン〆マシ

3. C. nagasakiensis Strand 1916 ナガサキトリノフンダマシ

奥手 C.fasciata Kishida ツロオピトリノフン〆マシ

本径は腹lii\上商j ， 赤褐色i也に ~Vi-3どこトの内斑をそなえ，下回には規則的な'褐色円紋を有

す。小形flIiであるが白斑は肌|僚でツロオピの和名が適していると考える。 体長5.z0mm

:W~~年月日 1952. 8. 13 

採 集 I也 1，1;1;'・出母子lï~0; 111，';j神宮

.:; 

第3図 c.nαgasakiensis Strand 1916 ナガサキトリノフングマジ

q. C. yunohame叩sisStrand 1916 ユノハマトリノフングマシ

異名 C.yuno!zaru.ensis Strand 1916 

。.rana Kishida アカイロトリノフン〆マシ
本極はJl良1iiLHfIi赤褐色地に板めて切11僚な10個の仁l斑を有し，!I!に泊二-;(i川端には紛I'W，の

; .I.I~斑を有す。 腹部下商には規則的な抗褐色円紋をï{ïす。 f本長 4 .05m m 

J探采1集長
J'，jぷ: ヨ集主 j也 山f向I向1fj 県i'i'悶~司巴~l/i;~守刊ç引;"1仰IIT
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;盆腕

第4図 C. yunohamensis Strand 1916 ユノハマトリノフンダマジ

5. C. pygmae Kishida コトリノアンダマシ

木鼠は岸任1久T!7氏に依って命名され，九州政の記録があるが記載不詳υ

6. C. sp・ クロトリノフンダマジ

本磁は中平治(高知県のクモ)，八木沼健夫 (吉野111)，稲本{r11男 (鳥取県〉の3氏に

依り発表されているが，八木沼氏の背岡部の写真に依る発表に援するのみで記載不詳。

7. C. sp へリグロトリノフンダマシ

木極は高知県のクモとしてr-I河l.'(j'i氏に依り命名されているが記11党不詳。

8. C. sp. シロオビ トリ ノフ ンダマシ

木種もι1"平約氏によって高知県のクモの目録にあげられているが記載は切らかでない。

手n名から恐らくC.nagasakicnsis StrandではなL、かと思考する。

9. C. sp アマミクロトリノフンタマシ (仮称〉

オミ極の体各部は黒色を皇し， 八木沼健夫氏の発表されたC.sp・クロトリノフンダマシを

IJ.I口鉄男氏の発表されたPoecilo仰chysgranulosus ldshidaとは著しい相異を示す。極の

特徴である epyginamはC.yunohamensisやC.nagasakiensisにやや類似するが epy-

ginam市uliilに明|際な褐斑があること，規則的な波黒褐色斑を有すること等から別館である

と思考する。木極は雄も同時に採集した。体長6.85mm

採集年月日 1954. 8. 1 

採集地奄美大島

:選2;:fff

第5図 C. sp アマミグロトリノフンダマシ (仮称〉
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10. Poecilopachys granulosus Kishi(h (和名なし)

本f丞は岸田久7!7氏に依って命名された九州産の極であり，その後1952年.111口鉄男氏が

九州のクモとして，成体背面|翠を示し確認された。記載不詳。

緩めて不満足であるがCyrtarachne~;こ|刻する研究の概要報告を終る。

木報告なるに当 り ， 桜本並びに参考文献等について御指迫いただいた笠嶋晃L 八木祈長~一

夫の両氏におIし深甚の謝訟を表す。
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8. Strand (1916) Archiv fur N九turgeschichte

9. 湯原清次 (1931) 蜘駄の研究

10. 八木沼健犬 (1950) 大阪府産蜘妹類 (1)

lし同 (1956) クモの世界を探る(アサヒ'li-真ブック)

lロ2. 向 (ο1956め〉 限悶i四西 E白l 然科学研究会会誌第第~ 9号

lロ3. 問 (ο1958め〉 兵同庫1生4物l鈎均 第3巻第4号号

14. 111口鉄男 ( 1952) 九州の蜘妹 (長崎大学教養学部研究;(il-j~'第 2 巻第 2 号〉

15. 東illi~如 tl*~f:会機関誌、 Atypus No.l No.2 No.3 No.7 No. 9 No. 10 

NO.13 

(宮崎県立高鍋高等学校)
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イエシロ アリの活力判定について

清水薫 ・中島義人

殺虫剤の生物|会定を行う場合，その対象となるj玉虫の極類は極々あるがそれぞれにおい

て感受性を異にする。さらに，一定の薬剤jに対し同極でも変態J切，発育lYJ別，'I~IコaiJにより

その差が認められている。またイエバエではDDTに対し鉱抗力をもっ系統が最近知られ

そのような昆虫によって Screeningされた場合は正確な結果は得られないことになる。

Screeningにあたっては，わずかな毒にも容易に感じるよう なjZ虫で，n~î則的に ， また

地域1:1甘 に;Jjl]約のないものでなければならなし、。このような見地から3}~ :n:の ~I?物検定の供試

昆虫としては，イエバエ，シヨジヨバエ，ゴキブムアブラムシ，またアヅキゾウム、ン，

コク ゾウなどが用し、られているが，主としてイエバエを供試している。しかも供試虫にす

るにふさわしい飼育法も研究され，外国ではイエバエの公定飼育法も実施せられている。

しかし，これらの飼育法にしたがって飼われた昆虫でも感受性の大きい変差があ り，こ

の変差を無視することは吉守されないことである。(ll:試個体'1lfの感受性の巾をある範囲にせ

ばめて，ほぼ同ーとみられる感受性をもっ個体群を供試すること，つまり供試昆虫の主主j'EI:

化がのぞましいわけである。

筆者等の研究室では殺ぎ斉IJの生物検定にあたって，まづイエシロアリの職ぎを供試虫と

しているが， この場合， 職ぎの均質化の前段階である活力の、I~:)守二ついて次のようなこと

を試みたので報告する。なお，本研究は中島教授のJ行滋によったものでこ与に議!なを表わ

します。

(1) 薬剤による活力判定

楽部!としては渓独剖，55削，煩きま斉IJ?)長官[:こついてi会対し，'J ~ ~~艮こ笠間 i句こ1'-等に

作用する煤蒸背IJを用いた，クロ ールピクリン，二硫化炭素， DD，ニ臭化エチレン等につ

いてイエシロアリ椴ぎを供用した結果，クローノレピク リンが良好であるので，これによる

ことにし，供試虫は，

A i!tf:7k飼育{悶体群 (飼料と空間に出来るだけ水分を」与えない状態で 200Cの視度条{el

に8日間飼育する)

B 絶食飼育個体'Il平(正常な個体群を 200CのもとでB日間飼料，水分を与えなし、状態

で飼育する)

C ダニ守生個体群 (飼育中ダニが頭部に符生して衰弱している〕

D(l) 正常個体Ir'f(健全なイエシロアリ栄よりl反出した大型の個体群)

D(2) 正常個体群(正常な巣より取出した中庸型の個体群)

などの 5極を設け，照"'A制日は内容絞1200ccのゴム1到、j三角コノレベンで，この'-1"に供試虫と

して前詑の五極のイエシロアリ職ぎそれぞれ 100IiJlを入れ，クローノレピクリンをビ‘ユウレ
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ツトでo.∞5ccとり容松内に入れて?を;栓し，250 Cの恒温中で10分毎に，供試虫の転倒，へ
い死状態を(fJl記きした。こ Lでfjb試虫のへい死刑l定l土l肉1，触[1)の微動停止をもって決めた。

この結果!O:J%の死虫:土， A (釦fフ'j<飼育個体群)170分後，B (絶食飼育個体群)200分

後，C ( 〆ニ寄生例体~lT) 230分を~し， D(2) (正常個体群)は240分，D(l)(正常個体mう
は330分後iこ， 10)%となった。!1Uち 5極の供;武虫が100%死亡する順位はD(l)>D(2)> C 

>B>Aとなり，クロ ーノレピグリンにiすする低抗力は{共試虫によって明かに差異あること

がみられた。

(2) 温度による活力の判定

ifuU立によるイエジロアリ戦ぎの活力判定にあたっては，かく温度範囲について検討し，

供試!.hの17j間ドJi汚力の判定去として有利な 450C を選定し， 供~^虫は薬剤判定i去と府j じ 5

緩を用いた。JliJち，450 Cの恒温水階に，Tjh試!.11.10頭づつを入れた寵径6cmのツヤレーを

浮べて分仰にOb試虫の転(到1)，へい死するす\~を調べた。

A 前提水飼育個体'Il'f)(主分後に 10~JI とか|民{到1) ， 9分後より死虫が出 14分後には

100%へい死。

B (絶食例休'/lF)(主2分後1こ転倒し，13分後lこはへい死虫が!J¥， 1 7分後に 100~~に逃したo

U (グニ託子生個体群)は3分後;こ転倒lし20分後にへい死虫がIl'，て30分後に完全にへい死。

D(2) (正常個体群中r.10(i15分後に転倒，25分後にへい死虫が出，32分後に，へい死

虫100%となる。

D(l) は22分後に転倒し，33分後lこへい死例休がIU，43分後に全個体が死亡した。

その順位!土，D(1)>D(2)>C>B>Aで転倒lまでの時間において異常個体群と正常個体群

の聞に著しい差がみられる。時間以jへい死の順位.は薬剤lにおけると同じ傾向をえた。

つぎに， fJl<~~~された 5 径の個体群の個体の大きさについて， 体長，頭部の rh ， JI腹i復夏剖部1の巾

(υi泣大値)の3ケ所を首祝測{i)定しし，そのiむ訓抑測l[1印則[1)定{古値(直在の 3.点を采じてそれぞれの個体1群!洋平の示傍際:係数と

してみる と次のようである。

A (先住水飼育個体群)5.77， 

C (グニずれ色個体群)5.84， 

D(2) (正常巣の中府個体'/tlo)7.30 

B (絶食飼育個体群)6.84， 

D(l) (正常例体群)8.63， 

この示以係数の最も小さL、A(iクロ ールピクリンにもIして 170分でへい死し最も早く ，ま

たD(l)は示E':if系注文は最も大きくかっクロ ーノレピクリンに対して 330分でへい死し最も遅か

った3 叉 D (2) 。土 D ( l)より示放係数三小さくへい死 r~j'問も短かくなっている。

このように供試虫の示f;:!f系数が小さいものはクロ ーノレピクリンに対しても抵抗力の弱L、

傾向があることが!Jf)かになった。しかしじ(ダニ待生個体得)のように，示際係数はB

(絶食飼育個体群〕より小さいにかかわらずへい死1時間はC>Bと逆になる場合もある。

これはBが 8 日間の急激な飼育変化によって供試!ttiJ'~:しく弱ってお り C と 比較 して内

Il'Jに抵抗性の差があったものと思われる。温度についても同じ傾向がみられる。

以上のように， I示奴係数」は薬剤，温度による判定法とほぼ一致するので，イエシロ

アリ職ぎの活力示阪の l方法と考えられる。 (t，; ~I母大 '!!J: 政学部)
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延岡市城山の甲虫目録

林 正 ヲl、

;減山は延岡市の中火i'.i¥にある，際125約50mのiuJI二城WII:で， rl'1阪は遊I~~地となっており山

頂には若山牧水の 「なつかしき，城山の釘iなりいでぬ，おさなかりし日き与しごとく に」

で有名な鐙っき堂がある。 I~I の間般に比して多種の植物が白 ~I~ してお り，ク ワガタ，コガ

ネムシ類のよく 集まるプナ科のクヌギ，ナラ，クリ 等ーもあり， :1ヒの斜iTriにはスギ，ヒノキ

が生えている。宮崎県北部の昆虫はあまり報告されていないので，私の採集した際本(l9

~2~ 1958 ) に一部四元誠一定l採集 (l 952~1957)を加えてこの111の1j1虫日銀をつくってみ

た。まだ米同定径も数種あり，分布のあいまいなものはすべて除いて務出した。この目録

作成にあたって， 同定やいろいろの点で御教示いただいた山崎大学~学部巾);:j茂教授と九

州大学必学i'.i¥昆虫学教室日高齢}夜氏に厚く御礼Fll上げます。

延岡市城 山 甲虫目録

ハンミヨウ科

ハン ミヨ ウ ぷヮハンミヨウ

オサムシ科

/ミイデラゴミムシ Q沙テスジゴミムシ 〆"キオミシアオゴ ミムシ

ダ ミムシ /セアカゴ ミムツ

ハネカクシ科

ノアオパアリガタハネカクツ

シデムシ科

壬ツポシモンツデムシ

ジヨウカイポン科

f'./ヨウカイボン

ベニボタル科

/ベニボタノレ づFノ〈ポタノレ
ホタル科

，ゲ，ンジボタノレ えィケボタノレ

テントウムシ科
J 

〆ナナホシテントウ ，テントウムシ ヒメ カメノコテント ウ

/色メアカボシテントウ

カツオプシムシ科

。、ラジロカツオプシムシ ノヒメ マノレカツオブシムシ

タマムシ科

-'/ロタマムシ ノウノミタマムシ 4マムシ
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科

ワ

シ

シ
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科

メ

シ

マ

ム

ム

ハ

シ

コ

マ

キ

科

キ

ハ

ル

ジ

ム

マ

ダ

ガ

シ

チ

モ

サ

ム

キ

タ

シ

ナ

ム

ク

科

イ

ワ

ハ

ッ
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ム

ワ

キ

オ

シ

マ

シ

リ

メ
メ
ウ

ミ
/
シ

チ

オ

ム

4
司め

の

コ
4

ゴ

〆

ク

/

ハ

ぷゲコメツキ

「キマワリ

づマキクピホソハムシ

qムシクソノ、ムシ

ーヲロウリハムシ

イノ コズチカメノ コハムシ

カミキリムシ科

け
け
''

H
り
ノ

キ

リ

キ

ミ

キ

ミ

カ

ミ

カ

リ

カ

ニ

ギ

ル

ベ

コ

タ

シ

〆
A

布

市

叶

H
J

H
U
J

キ

キ

‘、、

、、
、
“
H
J

カ

カ

キ

ロ
}
ブ

‘、、

ク

ト

カ

ル

ジ

ラ

マ

ス

〆

ネ

ツ

マ

J

P

 
Jリンゴカミキリ

ヒゲナガゾウムシ科

。クロ フヒ ゲナガゾウムシ

ゾウムシ科

ベノロコ プゾウムシ オオゾウムシ

井、ジロ アシナガゾウムシ 内〆ラ アシゾウムツ

ミドリカミ キリ

オトシプミ科

イJジノレリオ トップ ミ ノ4メクロオトシプミ
クワガタムシ科
/ 
ミヤマク ワカータ ツコキ'リクワガタ

コガネムシ科

「オフタホシマグソ コガネ 4メコガネ

4ァヵビロウドコガネ 合フキコガネ

五ーオスジコガネ 4ガネムツ
アオ ドウガネ サクラ コガネ

dJナプン ヲオカナブン

砂、ナムグリ 〆コアオハナムグリ

グロハナムグリ 合 プ トムツ
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シム
ツ
ハ

ム

ガ

ハ

シ

ナ

ガ

ム

ピ

ナ

ハ

ク

ピ

サ

ロ
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ガ

イ

カ

ン

パ
キ
月

1

4

?スベェカミキリ

-1タヤカ ミキリ

グロスジカ ミキリ

，(，久ジカ ツオゾウムシ

守ツアナアキゾウムシ

7--ジクワカeタ

'1ニメピロウドコプfネ

〈シロスジコガネ

'ドウプfネプイプイ

バヒマタ。ラ コカ'ネ

d チヤイロ コカ'ネ

〆シラホシハナムグリ

(7Jf附大 I'/:1'~ ... ''j: ì'~) ) 



エ ピノ 高原附近の甲虫 目録 (1) 

1~ 11府 恵明 ‘ 1

吋bO11 16 ~ スぜ / 、

これは， 筆者が 1958年 7 月 301:1 ~ 8 )cJ 1 1:1の間に，エビノから鈍11"，エピノから斡国I'G

のコースで採集ーしたlfl!:Q，および，池田義紘氏が1957年にエピノで採集した昨l虫の目録で

ある。

務必111鐙の rp虫については， すでにW~~ 'llf' (1935)が85箆，ri'I7Jく(1956)が23極を記録し

ている。筆者は，これに，新たに18極を追加した。新しく追記した極は※印で示した。筆

者が今回係策した昆虫の一部は，未だに同定がすんでいない。それは，今後，整担のすみ

しだし、発表したL、。日銀の和名は日本昆虫図鑑 (1952)によった。

倒l教;示いただいた何|崎大学的*ftïDÎJ救援， 吉田倣治助教J変， 同定をj~jlJ行滋いただいた石

111m氏，主主本を御J廷供いただいた池田ま免税;氏に対し，謝訟を表する。

オトシブミ科

分トップミ※

ミツギリゾウムシ科

イミツギリヅウムシ※

ジヨウカイボン科

4グピボソジヨウカイ※

カミキリムシ科

ヒゲツロハナカ ミキリ※

シロスジカミキリ

ウスバカミキリ

ノコギリカミキリ

ハムシ科

ウリノ、ム、ン

カタクリハムシ※

ハンミヨウ科

ハンミヨウ

テントウムシ科

トホシテントウ

ナナホツテントウ

ゾウムシ科

イチゴハナゾウムシ※

エ己ノ高原附近の甲虫目録

ゼメクロオトシブミ※

〆マノレムネジョウカイ※

ゴマダラカミキリ

ヒゲシロホソ コパネカミキリ※

ベニカミキリ

コマノレノミハムシ※

キイロタマノミハムシ※

ニワハンミョウ

ヒメアカホシテント ウ

ヒメカメノコテント ウ※

シロコブゾウムシ
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オオゾウムツ

ゴミムシ科

ゴミムシ※

アオ ミズギワゴ ミムシ※

クワガタムシ科

ミヤマクワプ3、タ

ヒラタクワプfタ

ベエボタル科

ベニポタノレ※

コガネムシ科

アオドウガネ

サクラ コガネ

カブトムジ

ハナムグリ

アジナガコガネ

オオスジコカーネ※

セマダラ コガネ

マメコカ'ネ

カナプン

アオカナブン

メタ.カチピカワゴ ミムシ※

ヨツポシ ミズギワゴミムシ※

ノコギリクワガタ

ドウガネプイプイ

ヒメ コガネ

グイ コクコガネ

ナガチャ コガネ※

オオコアキコガネ

コフキコガネ

ヒゲコガネ

ピロウド コガネ

クロカナブン

引 用 文献

!1.):ijjj-JIiJill ( 1935) 1耳目zの研究
r訂i:)列井↓干や付-μサ.)似l

?山iJ行'17.水1，~'京(( (いl円956の) チ丸LJ毘毛司1氾品』泉tド附(.付.)仁)-j近4のj見E虫l円司録

'i:Vlhなリンネ公判 No_14 29-35 

(西FWr-itl¥臼之影Illy立j;O:j松11"学校〕
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都井 111甲昆虫目 録

長 友 繁

この|ヨ鍛は 1958年 7 月 15 日 ~ 17 EI の 3 1:1 閑 ， I~I.II間市昔11井川jIで採集したものである。まだ

米同定のものもあるが，とりあえずまとめてここに報告する。

セ キ 麹

カワ ゲラ

婿 蛤

コオニヤンマ

半 麹

トビイロツノゼミ

脈 麹

ヒロパカゲロウ

鱗 麹

ジャコウアゲハ

グロアゲノ、

ツマグロキチョウ

キマダラヒカゲ

目

目

自

自

自

ツマクロヒョウモン

ムラサキシジミ

ノレリシジミ

コチャパネセセリ

ホソスジナミシャク

草書 麹

オオゾウムジ

今ントウムシ

自

都井岬昆虫目 録

コシアキトンボ

アオバハゴロモ

アゲハ

ミカドアゲノ、

ウラナミジャノメ

クロヒカゲ

ベニシジミ

ツバメジジ ミ

シノレピイアジジ ミ

クロセセリ

チョウトンボ

ベッ コウハゴロモ

モンキアゲハ

キチョウ

ヒメウラナミ シャノメ

コミス ジ

ムラサキツバメ

ヤマトシジ ミ

ホソパセセリ

ウスキツバメエダシャク

見ヨツスジトラ乙カ ミキリ チヵガネサノレハムシ

ι ジ Z ウヤホシテントウ /アミ夕、テシトウ J エゾカタピロオサム/.4

膜 麹

ハラナガツチノくチ

オオシロベヅ コウ

キイロスズメバチ

トックリバチ

セピロコバチ

目

ジガバチ

セグロアシナガパチ

オオフタオビ ドロパチ

フタスジスズメバチ

プランコヤドリコバチ
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ベッ コウパチ

キアツナガパチ

ミカドドロパチ

フタホシアリパチ

カプラパチ

('.立 111{，j大学:J:l:学部〉



昭和32年度研究発表会講演要旨

1. スギタマノミエ幼虫落下後の活動に就いて(スギタマパエ駆除の新考察)

河野 勝

スギタマパエの幼虫落下は 9月下旬から11月中旬の約2ヶ月にわたって行われる。その

為めに適JtJJをつかんで薬剤!を撒布し一斉談滅を行うことは，と うてい出来ない。それで私

はこの幼虫が地下に潜入するのに水分と関係の淡いことを知ったので，どの程度の水分の

所に最も多くi併入するかを，三日l'式水分制釘lポットを{!1IJf]して行った。その結果E区の水

分のriJiに58%が{借入していることを知った。 E区の水分と云うのは soilをしっかりに
ぎしめると手のひらに水滴の残る程度，変らにテスト紙を使用するとしっとりとしめる程

度であることが判明した。以上のことから今後落下幼虫の駆除は，全部務下してしまった

11月下旬7乙その湿度の所を林地で見出して，没透殺虫剤のセレン酸ソ ーダ叉は、ンユラーダ

ン等の薬剤lで一斉に殺虫することが，効糸川jであると思う。 (宮崎県立高鍋必業高等学校)

2. 麹駄によるススメガ科の分類法の提11昌 重 信 謙一郎

水1反式蛍光誘蛾灯にて水阻害虫を調査していると，蛾類が7.K板を落下して鱗粉をおとし
てしまうため，その種別を判定するのに大変困燥を感じて来た。それで麹詠によって，な

んとかl会索表のようなものが出来ないかと思って試みてみた。

先づ大形の蛾で麹羽くのはっきりしているスズメガ科のものから調べてみた。その結果ど

うやら一つの検索表を作製することが出来た。 (印Ilr{，j県立高鍋;民業高等学校)

3. スギタマパエの天敵ササグモの効果試験 高 木 E号

私は今年の春ササグモを15.000悲し試験林に放飼した。それで 8月上，中，下旬と9月

上中旬，また11月中旬に効果調査を行った。試験林，対照区林共に13年生杉林で 150本の

林地である。そのrl'より 5木の調査木を選定し訓査した結果，試験林地では37箇所，対!宿

区林j也では 101個所の被告個所があり，ササグモが天敵として大いに働いていることを知

ることが出来た。(山崎県立高鍋民業高等学校)

4. 菊の開花促進 試験 今井紀代美 ・大山文代

%iは短日性植物であって，私になって日照的が短かくなって咲き始めることを生物の時

間に教った。しかし人為的にこの日照時を短縮してやると互にでも咲くことも教った。そ

れで日照等を 4時間区. 8 n~j 間区， 対照区の 3iJl;l 1!t区を設置して 5 月下旬よ り試験を開始

した。4時間区は中途で枯れたが.8 r時間区は対照区より 1{閏月も平く恋が出来て.28日

対!!;日区よ り先に開花するこ とが出来た。 (7;V崎県立高鍋設業高等学校)
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5. 狸々胤の体長変化に関する研究 原 五 男

スギタマパエの天敵ササグモを大世に例 1守するに?土， どうしても飢のn.fJ~也を解決せねば

ならないο叉ササグモがJ腎化して l個月のJf};-土体長 1m'n以下のl玉虫を如とする。それで

割合に~ÎÎlì'lに大企hYi胞の出来る11t狸々蝿をârfに f~.!f1Jしたが， 資混A 拠の体長l土 2mm余り

である。これでは勝化当時のPモの餌にならないので，三段附の飼育法を考え出して蝿の

体長を 1mm以下にする こと が出来るようになった。その品!i瓜ササグモを年中大fiHこ j';rl~il(

することに成功したのである。 ( 'J，;ï;崎県立 l~l J1-渦ぬ業高等学校)

6. キクスイカミキリに就いて 黒 木 博 己

キクスイカミキリは仰のJ北地をしているポつことって最も恐るべき!)!:.虫である。私も/}'ii

の春にこの?!?虫により大宮を絞った。それでこの官民lの生態，形態，駆除の研究をせね{ま

と思って研究を開始した。産卵のH寺に茎の上よ り約10cmぐらい下に少しく残して周囲を傷

ける。それから自分の体長よりも少しく短かく ，また上と同隊に傷をつけその間に卵をiill

下するのである。蛸化すると次第に茎を下へ進み地ぎはで阿l化する。越冬は成虫でする。

パラチオン乳剤4000倍を 2回i制[iすることにより茎の中に入っている幼!:b.を完全に殺すこ

と が出来た。しかし柔かい楽に少しく茶~I~f-をみたのは残念であった。 E.P . N剤だと 2000

1音で完全に殺すことが出来た。 ('l:!;崎県立;flj締法業高等学校)

7. コル ヒチン処理甘藷試験 (7j椴〉 松井逸朗 ・大清iill-・矢野浩一

私共[主コノレヒチン処阻l.-jJ藷;試験の第 71百11'\ を受y，Jって ~';~:肢のtお 3 間切で51ミ1放を行いま

した。今回の方法は例年の方法とは泉り， ごくfiljij'l.tこ試みました。そのため{点数体になっ

た率は3~-6でありました。しかし例年の方法だと 100 本の掃穏を処叫するのに50分余りか

与っていたのが，今回は10分で出来ました。今迄の方法であると，どうしても法家で災際

!ことりあげてくれませんが，今年の方法だと間ijiであるから出家の方も，とり入れてくれ

ると忠、う。 だが僅かに3%では，余り奨励tllH長ない。もう少し刀法と1台数体になる引を

研究せねばならぬと思った。 (7;'t崎県立11i鍋J;l栄高等学校)

8. 家蚕の変態変化に関する研究 平林 与 子 ・黒田良 子

家蚕の幼虫を綿糸で結縛してアラタ体から/1¥るホルモンを車内縛した所よ り後プjに行かぬ

様にすると，色々に変態が変化してくる。それでl阪節の第 1j却を紡ぶもの，t品・2tl可J，第3

rin， ~品・ 4 飾 ， 第 5 節， 第 6 節， 第 7 釘lを *"iんだもの と試験区を 7 区に分けて変化をみた。

第 1，第2節を結縛したものは結んだ所より」ーは幼虫で，がiんだ所よ り下は阿iになってい

た。仲々岡山L、実験であった3 第3鮒I以下l土師lになる前に箆死してしまった。 (山崎県すー

;高銀法:業高等学校〉
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y. 蚕豆に於けるアニリン ・ブリウ処理試験 (6報〉 山田麗子 ・樋口幸子

小立やササゲをアニリン ・ブリウで染色しこれを崎臨すると，これから出来る茨にはア

ヅキゾウムシがお若しないということを昨年先程の折il問芳子さんが発見した。私共は蚕豆

ではどうであろうかと尖~tを行ってみた。蚕立では58%のものにソラ マメゾウムシが寄ポー

していなく ，42~bのものにP571ーしていることがわかった。なぜ約半分のものに得話するの

であろうかと ， 蚕虫の蛋r' 1~d[の成分を 1-1 下 Â>:!去の化学科の杉日 II'~\正さんに試験を依i顕して

いる。それで約半分がこのアニリン ・プリウで染色すると出1tからまぬがれることを知る

ことが出来た。 74.岡地プJと川南地方の 2筒所:こ於て尖放をしたが，いづれも同じ紡瓜をff}.

た。 ('l;I;I~別iL立;11鍋t:t栄町 ~I~'~，!:'校)

10. 蛍光誘蛾灯による水田害虫 (5報〉 黒木一宇 ・守田明弘

本校では 5if'.jiijより蛍光i誘蛾灯;こよ り71¥ffi'.1i虫の訴1丘と予去ををしている。私共は今年の

出虫出現と昨年，-11午年の3炉，jff.を比校して，今年の狩f.!止を論じてみた。今年は台風も経

く消み，1t'I淡 n~l ~'~ rfut多i毘て、あったので， ;1;ー虫も甚だ多く発生した。仁l 立った宮虫はニ化奴

三化螺虫，マツグロヨ コバイであった。結果からみると今年も薬剤撒布の方法やlf!i'JYjが怒

るかったと芝、えるし，El氏が薬申J;こたより過ぎている段子がよくわかった。(予';1崎県立法i

鍋:tl:業jf:i等'学校)

11. コウモリの研究 (第1報〉特に宮崎県国，;.JUlJ附近に棲息するコウモリに

ついて 寺田勝行 ・永吉慶次 ・小森健二 ・木村三郎 ・岡本一美 ・田代普

明 ・日両信佳 ・若杉善寺明 ・佐々木国夫

1) 7;';崎県岡山・附n付近には，モモジロコウモリ。ュピナプfコウモリ。 コキクガシラ コウ
モリ 。キリガシラ コウモリ。キユシユウノレンコウモリの 5箆が倭応、している。

2) ユピナガコウモリとモモジロコウモリl土問践していることがある。

3 ) ユピナガコウモリは約 2，0:)0UJ¥を数えることができるが，他の極類は数頭から数10

.liJ¥の生，Q、をみるに過ぎなし、。

4 ) キユウツユウノレン コ ウモリのj%.!.I~!土円崎県宮崎郡江i野IIIT ， 長野県に次いで 3 四円

のもので係.!.I~頭数l土 B 蒋円から 1 0得 11 の 3 UJ\である。('，中川ti県立本庄高~:~~'f:校 )

12. コ クサグモの形態 田ぺ1逸子 ・横山ツズ

国宮地方で!JUJ網をはるクモiì~ サグモとコタサグモの 2 極であるが， コク サグモの外部

7r，*!L~についての'i' .'j散をのべれば次のようである。

EJl'j(可部長:工6mm，i;安部長 7mm ， 日~j端上岡;こは腹部長の 5 分 2 に相当する明瞭な l 対

のわずかに後方に鋭、がる渋色縦書~があり ， それにつづいて 5 対の八型の半月茨色斑がある

腹部下回は技色で中央協にはdtií~の性城よりわずかに巾広い汚褐色の縦斑がある。削tの七u戎
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1'1中央部が土)慌を逆にしたような 1m孔部となっている。kH~の1~1\JJ支H圭節は洗商lli}・のような特

ji'll，な形をしている。 C'i合・崎県立木庄高等学校)

13. 蜘!妹の触肢及び歩脚の研究 特に爪と歯数との関係 出7J'0主子・倉原

弘子・ 倉田由紀子

1 ) 触I!支及び歩j肉!の爪，樹数はほぼw.8. BristoweJ;¥;の系統樹に一致するが，次の各
科は同一系統の爪型を示し興味がある。

i) ウズグモ科，サラグモ科，アジナガグモ科の系統

ii) コガネグモ科，フクログモ科の系統

2 ) ジヨ ロ グモ 600 匹の触1)支爪櫛激 (A ・ C) はx=6 . 34，ヰi第 I~ょ l肉l上爪指数(U.C)

はx=6.88，右第 l歩1J141中爪歯数 (M.())はx=2.82であった。

3 ) 検定の結果， ジョロウグモの母集団のm歯数との関係lまA・じの平均6U・C7 
M. C 3，危険率それぞれ，0 . 2~0. 3 ， 0.4~0 . 5 ， 0 . 8~0. 9て・あった。

4 ) 分散分析の結果，街数11刊nには独立性が認められた。(日山首県立本庄高等学校)

14. 蜘駄の寄生蜂に関する研究(第1報)特にコクサグモの寄生蜂Hemiteles

sp，について 高妻祐子 ・橋本瑞枝

1957年4月5日コグサグモの卵のうより羽化した寄生蜂の紙製は次のようである。

体色は~tit維とも黒色， ~ti~の触f"lはすí~褐色で27f.iliである。 11旬 fm 士'T';ff\l 色で ， I肉lは前，1=1コ，

後!肉!とも!ほ節以降115褐色で鮒節は 5飢よりなり服飾末端には2木乃和lをそなえている。前

麹にはìllj.い掲色の縁紋があるが~til の縁紋は大きく径室， I付室まで及んでいる1I);if'ti1だ円筒

状で B節からなり果、色でがj端は著しく納まる。体長 6111 100 ('/:1;崎県立木庄高等学校〕

15. 蜘妹の寄生騰に関する研究 (第2報) 特にオオヒメグモの寄生蜂につい

て日高久美子

1957年8月4日霧島rilit泉近くの山被，同年 8月18日尾鈴山でそれぞれオオヒメグモにずIf

生している蜂を l匹づっ採集したので，その形態の概要を十社告する。

1 ) この符生蜂は外部計~~I二で ， 成体の体長ば 9 mm，胸部及びlIT:iil¥上而には朱色，iit!な

色のllT:紋がある。

2 ) 幼虫は体長 9mmで頭部を|徐き14飢，乳白色である。頭部は:n褐色である。
3 ) この等生蜂の繭は茶褐色でだ門形である。(宮崎県立木庄高等学校〉

16. カラスゴ ミグモの形態と生態について 松 U-I 紘

カラスゴミグモ (Cyιlosaatrata Bos et Str)を，笠島先住外多くの方々の御舟i与を'f.t}

て，1953年10月から 5年間，その形態， ~Iこ態について訓べた。その大裂は次のようである。
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1 ) 体長は~litは 1 2mm ， :Mí~は 8 111 m ， ぼほ企体が黒色で， 腹部は細長く、 ， 米占':Mには， 大

突起が左右にI:Hる。

2) 直径約15cmの丸網を地上 1111以下の陰地にはり，横向きにItJYIト止し、ゴミグモ属でゐ

るが，~jにチリや卵のうをつるさない。

3) 3月下旬から 6月末 9月末の年2回の繁地j切を絞て，11月末までみられ1下グモは
卵のうの"1コで越冬する。

4 ) 直径約 8Tnm，綿くずのような黄色い半球状の卵のうを政哀などにイ、jけ，約40箇の

卵を包み，卵は10日位いでかえる。

5 ) また，'tJi¥城市のごく一部，矢おー高原にのみ分布し，霧島山Irlt.屋久島など各地でま

だ確認できなし、。 (宮崎県立泉ケ丘高等学校)

17. イモリの再生芽について 林 俊太郎

イモリの隠がどのように符生するか，その限界はどうか，さらに先企N生，1;il分科生，

過剰l再生のいづれかを調べることとし尼の先端からそれぞれ 5，10， 15， 20， 25， 30， 40 

mm と 切り 75 日間調べた結M~次のようなことがわかった。

1) N~I:.(土中心部より下の処が飛び出し， それが広がり延びて，のちには前のj 己 と l百lJ珍

にまでなる。

2) 30mm， 40rnm;こ切ったのは死亡し25mmに切ったのは科生したので25111111が限界

と思われる。(符崎県立口南町等学校)

18. サボテンの京IJについて 坂 本 靖 子

私l主サボテンの刺が種類によってさまざまな形をしているのに気づき研究した。サボテ

ンは花車IJ裂を7占にして分類されている様であるが，私11大きく分けて，l'の:挺サボテン，

ウチワサボテン，柱サボテン，球サボテンmと分mし，叉WIJの形を針状，モ状，爪状と分
けた。このiJilJの形とサボテンとの関係について述べると木の葉サボテンでは主|状を持つも

のが多L、。ウチワサボテ ンで[主主I' ~犬 と毛状を持つものがある。柱サボテンはウチワ主(jと同

様に針状を持つものが多い。叉]求型サボテンでは針状主~i(，爪状と一応全部の]診の車Ijを持

っている。

次に刺の長短硬軟と種類との関係について述べると，長くて軟らかし、ものに多くみられ

た。叉軟らかし、ものに毛状の刺を付・つもので，ウチワ主nと]求型サボテンにみられる，短く
てi政軟なものは両方とも球サボテンに多くみられた。

最後に車IJと刺との間隔，日11ち芸についているっきブ1の状態を述べると，針状の長主|を持

つサボテン[土!ぶくttち，IlfIち主|数の少いもののれサボテン，J求型サぷテンの爪~kを持つも

のは，表面肉nが硬くなっており，間隔の狭い主|が術集し，多くの引をf，y.つサボテンは表
面，肉質{土軟らかくなっており，短金|の場合，モがとの場合あげられる。村サボテン，J求型サ

ボテンは巾j.:;に長引を持つ。重|のつきブゴは全てひし形叉lま平行四辺形を作 り，この大きさ

も中央が一帯大きく ，上下に行くに従って小さくなっている。 ('，';';111む県立r1iyfJ;':i等学校)
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19、 モウセンゴケの捕虫観察 緒 方 孝 flH 

モウセンゴケの楽にシ ョ ウジョウパエを5足せて 2 分後に虫の問聞の繊毛の先はì~lJ.茶色で

あったのがtL赤な粘液をつけていた。 5 分後には一番外側を除く 他の繊毛もやは り J~赤な

液を見せていた。虫はこの液で身動きが闘1mな状態であった。 10分後には虫の下の部分は

1I1J赤色に変った。 20分後外側の繊毛は3!亦な液の上にさらに透明な液をつけていた。そし

てその全体が燈色に変った。 50分後には以は不ififJの状態となった。叉内側の繊毛は起き上

り楽全体も傾いていた。1Jl~HtlI lあ楽の傾きで虫の{立置が変っていた。 1 11寺間半後内官llJの繊

毛が山り始めた。叉外側IJの繊毛の液はさらに部くなった。この前い液は百ijのtL赤な液より

あ'itU土弱かった。 2時間後外側の織では起き上ってきた。 21時間半後虫の体l土手Lく軟らか

くふくれていた。 3tr~・間後， 内側の 3 木の繊毛は虫に触れようとしていた。 41時間後この

3木の繊モは虫に触れていた。 4n-!j'r:t1 ~I~ . 虫の下の部分の繊毛はt~~.. nになっていた。 5時
間後には~~が凹んでいた。 611!j間後 . IJ~ 似IJ の 10本位の繊毛が虫に触れていた。 7 II~j 間後，

内側の全体の虫に触れ，あるいは淡身に触れていた。111l'!j間後，タトsliJの繊毛も内s!Uの様に

変っていた。 23~時間後，虫体の水分はなくなり黒い平たい体に変り羽が少し残っていた。

27n-!i' I:ij 後 ， 虫は約 1 ミリの児L 、玉となり裂の外ßliHこ乗っていて誌の ~Jiはなくなり ， 繊毛も

1 '1然の lï1L9~状態Jimち，繊毛の先には訴をつけていた。c7宇川崎県立日 N~'~'~等'l:.'j:校 〕

20.発根伸長試験 中 山 flH子 ・鷲野和子

私達はそらdの発根{fl'長について;試験した。方法として決い絡に土 5cm (立入れ水を充

分にやり，その上にそら豆10側を伐くうめ発芽してから約 l週間門に 1cm. UL:{'ll長したの

でそれぞれにピンセットに絹糸を;土って，盛をつけ根の先端からrlllmmの間隔に印をつ

けそれに1!1:.i::をさしこんで三f(Jプラスコに棋が%位水辺・しになる係に吊した。

飢記きを行った結果先端部のJoc長が~かったのがあった3 これは先端li1Wí十近に分裂組織で

ある成長点があってこの細胞分裂によって成長するということがわかった。しかしょく観

然して見ると先端部より後のブjが伸長するのがあるのを知った。この成長組織がよくやドび

るのは先企::Mm;に成長ホノレモンが集まる為であり，その分布の条約が何か不都合になってい

ると忠われる為にこの様な事が起るのだとjぷう。

このこ極灯lの成長状態を鋭~.~して見た所 2 総の成長を示した。 1 つは最先端部がや11んで

いるので阪冠の部分はごくわずか先の力にある といえる。他方は~)rr-通成長点のある所は成

長が恐く先端より後の方が良かった。恨のや11長は最先端rm及び故先端部に近い所が伸びる
ということを認めた。 ( '，'守山tf~"立円前日等学校)

21. 根の{，ド長についての実験 杉 田 憲 治

材料は.i限った土を紛に入れそれぞれの極子をまき浅く磁土したo j;J~r況は室内 (l 80C)

で，組j訴は1"1菜，大1ft大豆，たかな，えんどう，ほうれんそう，ふだんそう，にんじん
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等をまいた。刀法は 11 刀 2 仁l の午前 911~j・-1~から最初j全然水に泌さないものをまき ， その次

には 211寺間おきに 2，4， 8と2時間宛浸水をまして同日の 711":j半まで61IT1，その次には

24時間浸せきしたものをまき，次に48時間浸水したものをまくというくヨついに合計8聞の

尖験をした。そして大体恨の出方がそろったものだけを掘出して，それぞれ恨の長さを平

均して結果:を求めた。

その結果1"'1茨は，全般的にみて 4~ 611~間水に反したものがよかった。大根は 4 ~ 6

時間水にf.)したものがー苦手のびがよかった。次に大立は24~481吟間泣したものが良かった

たかなはこれは明らかに全然7J<に辺・さないものが最も良く ，61時間以上水につかしたもの

は全然根が出なかった。えんどうは全然水にûさないものが良く ， ほうれんそうは O ~ 2

1時間のものが良¥，ふだんそうl土全然水に泣きない力がよかった。にんじんは全般的にみ

て O ~ 61内聞のものが最も良かった。 ('，':'，fli，j県立口市高等学校〕

会 報 訂 正

本会科U4サ，33).16行のアカセ七リ Hes戸山市 florindaButlerはヒメキマダラセセリ

Ochlocles ochracea l'ikuchina Butlerの誤りにつき訂正。 35Hl3行のクロモンシタパは

中);，';ï:.t r~lτl二により 1935年に採集されているので訂正する。 (お 10
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